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会長提案の本件(友 の会便 りNα5,62.4.27)

に っいては、第2回 定例講演会(62.12.19)の

席Lお 話 ししましたよ うに、会員数名か らなる実

行班が5月 か ら10月 ま で毎月3回 をこれにあてま

した。当初期間は一応3か 年を ア定 したのですが、

南区の高い山か らビルの谷間の街 、さ らに北 区、

白石区の元泥炭地 などなどを歩いている うちに考

えの 甘さを知 らされま した。 すで に諸先輩の 手に

な る資料 は部分的 にはあるのですが 、それ はそれ

として、現札幌 にキク科か らシダ類 まで どんな 草

や木が何種 ぐらい野生 して いるかをっかむのが 目

的なので、 まとめを急がず じっくり取 り組むのが

正道で しよう。

ここでは中間報告の1例 と して灯台 もとの北大

キ ャンパ スをのぞ くことと しました。広大な敷地

はナガパ グサの芝生が大 半を 占め、その他 自然林

の いわゆ る 「原始の森」、遺跡保存庭園、第 二農

場(こ こに重要文化財指定の家畜舎などがある)、

池、そ して荒れ た放置地 で構成 されてい る。 こ

れ らの地域にある植物の うち栽植 ものは別 として、

自生種 と帰 化種の総数は約260、 そ の内容 は帰 化約

27%と 高 く、樹 木は17%位 とな っている。 ハルニ

レ、ヤチ ダモ、ハ ンノキの大木と共にカ ラコギカ

エデが茂 り森 の下草と して ヒメザゼ ンソウ、アズ

マ イチゲ 、 ミズバ ショウ、オオバナ ノエ ンレイソ

ウ、クロユ リ、キバ ナノアマナ、エゾエンゴサク、

ヤブケマ ンなど健在であり、一方セイヨウタンポポ、

オオハ ンゴ ンソウ、オオア ワダチソウ、 オオスズ

メウリ、イワ ミツバ、 ドクニンジン、オオスズメ、

テ ッポウなどわが もの顔 にばっこす る帰化植物が

あ る点をここの特 徴と してあげることがで きるで

あ ろう。

なお興味深 く思 った水 草にふれてお きた い。工

学部の南側 に大 きい人 工池があ る。そ こには花 ど

きが見 ものの ヒツ ジグサ(ま たは スイ レン、大半

は園芸品種)以 外 にガマ、 ミク リ、 クワイ?、 ウ

キ クサ、 タヌキモ、ホザ キノフサモ、 イ トモ、ホ

ソバ ノ ミズ ヒキモそ して エ ビモがあ る。 この植生

は 一一一見不思議であ るが、周知の ようにこの場所が

か っての キ ャ ンパ ス内を 蛇行 して いた シャ クシ

(サ クシ)コ トニ川の沼湿地(今 も湧泉があ る)

で あ ったことを思えば十分 うなず ける。事実園芸

種 スイ レンとクワイ?を 除 く他のすべては篠路か

東米里との共通種であ る。(北大 正門か ら入 った道

路の下 を右 重の 百年記念館へ通 じ流れてい る水は

今 日ではモーターア ップ したもので シーズン中の

み)。

最後 に ミズバ シ ョウ(10数 株 あ る)に ついて記

録 しておきたいことがある。夏のあ る日森を訪ね、

あの堂 々たる葉を勢いよ く展開 してい る根本の く

ぼ地 に「1がい ったとき水が光 った。おか しいそ と

っぶやきなが ら近づ きよ く見た ら、そ こに小さい

配管が横 たわ っていた。恵迫寮跡の野球場施工の

際、60年 、施設部のい きなはか らいによる ものと

思 われる。 これ は数あ る大学の うち北大キ ャンパ

スのみにある 「原始の森」 に対す る北大本部の高

い評価の表 われであ ろう。 この実例か らして「原

始 の森」の保全 は実証 されてい るとみ ることがで

きて うれ しい。
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